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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流入側接続口、流出側接続口、この流入側接続口と流出側接続口とを接続するインバー
ト部及びこのインバート部の上方に開口する掃除口とを形成し、かつ前記流入側接続口の
内側開口端に流入側接続口から流入する排水によって前記公共桝内に向って開口する弁体
を設けた逆流防止装置本体を前記流入側接続口に接続できる公共桝本体を備え、
　この公共桝本体の流入側接続口は、この流入側接続口に前記公共桝本体の内側から接続
される逆流防止装置本体の外径とこの流入側接続口に前記公共桝本体の外側から接続され
る流入側接続管の外径とに略等しい内径とし、
　この流入側接続口の中間部に逆流防止装置本体の内径及び流入側接続管の内径と略等し
く前記逆流防止装置本体と流入側接続管との端部をそれぞれ当接するストッパー段部を形
成した
　ことを特徴とする公共桝。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、公共桝から逆流した排水が排水設備から噴き出すことを防止できる公共桝に
関する。
【背景技術】
【０００２】
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　一般に、家庭内の各排水設備から排出される排水は、排水設備に接続した排水枝管を経
て宅地内に設置された宅地桝に流入し、この宅地桝から直接または他の宅地桝を経て一つ
の公共桝に合流し、最終的にこの公共桝から下水道本管へと排出されるようになっている
。
【０００３】
　近年、この下水道本管に流入する排水量が増大し、特に台風などで大量の雨水が下水道
本管内に流入すると下水道本管の排水能力を超え、溢れ出る排水またはこの排水によって
圧送された空気が公共桝を経て排水枝管を逆流し、各排水設備から排水または空気が建物
内に噴き出す問題が生じている。
【０００４】
　そこで、従来、排水桝本体の流入側接続管を接続する流入側接続口の内側開口端近傍の
内壁面部に、フック状の係合部を突設し、この係合部に流入側接続口の内端部をこの流入
側接続口から排水桝内に流入する排水によって開放される弁体を回動可能に取り付ける構
造が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
　この従来の逆流防止装置は、合成樹脂にて射出成形した排水桝内に弁体を開閉可能に支
持するフック状の係合部を一体に突設することは成形上困難であり、また、従来のフック
状の係合部に弁体を開閉可能に取り付ける構成では、既設の排水桝には弁体を取り付ける
ことができない問題がある。
【０００６】
　また、従来、排水桝の流入側接続口に弁体を開閉可能に取り付けた逆流防止装置を差込
接続する構成が知られている（例えば、特許文献２参照。）。
【０００７】
　しかしながら、近年はコンクリートにて成形した公共桝に代えて、合成樹脂にて成形し
た小形の公共桝が広く採用されており、この小形の公共桝は呼び径は主に２００mmという
小さい構成であり、また、一般的に公共桝の埋設深さは８００mm程度に設定されることが
多いので、呼び径が２００mm程度の小形の公共桝では、既設の公共桝内から流入側接続口
に逆流防止装置を取り付けることが困難である。
【特許文献１】特開平１０－１９５９６９号公報（第２頁、第３頁、図４、図７）
【特許文献２】実開昭６１－１５２０８９号公報（第１頁、第１図～第３図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　解決しようとする問題点は、公共桝から逆流した排水が排水設備から噴き出すことを防
止するための逆流防止装置は公共桝に簡単に取り付けることができなかった。
【０００９】
　本発明はこのような点に鑑みなされたもので、公共桝から逆流した排水が排水設備から
噴き出すことを防止するための逆流防止装置を公共桝に簡単に取り付けることができ、か
つ、排水が円滑に行われる公共桝を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の公共桝は、流入側接続口、流出側接続口、この流入側接続口と流出側接続口と
を接続するインバート部及びこのインバート部の上方に開口する掃除口とを形成し、かつ
前記流入側接続口の内側開口端に流入側接続口から流入する排水によって前記公共桝内に
向って開口する弁体を設けた逆流防止装置本体を前記流入側接続口に接続できる公共桝本
体を備え、この公共桝本体の流入側接続口は、この流入側接続口に前記公共桝本体の内側
から接続される逆流防止装置本体の外径とこの流入側接続口に前記公共桝本体の外側から
接続される流入側接続管の外径とに略等しい内径とし、この流入側接続口の中間部に逆流
防止装置本体の内径及び流入側接続管の内径と略等しく前記逆流防止装置本体と流入側接
続管との端部をそれぞれ当接するストッパー段部を形成したものである。
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【００１１】
　そして、逆流防止装置本体を公共桝本体の流入側接続口に取り付けるとき、公共桝本体
の流入側接続口のストッパー段部に突き当たるまで流入側接続口に逆流防止装置本体を差
込み、また、この流入側接続口に接続されている流入側接続管も流入側接続口のストッパ
ー段部に突き当たるまで差込み接続されており、流入側接続口の内径と逆流防止装置本体
及び流入側接続管の外径とが略等しく、ストッパー段部は逆流防止装置本体及び流入側接
続管の内径とが略等しいので、流入側接続口内には、逆流防止装置本体の上流側に段差が
形成されず、排水に混入している固形物が詰まるようなことがなく、排水が円滑に行われ
る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の公共桝は、逆流防止装置本体を公共桝本体の流入側接続管に接続することによ
り、下水道本管から溢れた排水が流出側接続口から公共桝本体に逆流しても、逆流防止装
置本体に設けられた弁体によって逆流する排水は流入側接続口に侵入することがないので
、排水及びこの排水によって圧送された空気が家屋内の排水設備から噴き出すことがない
。また、流入側接続口の内径と逆流防止装置本体及び流入側接続管の外径とが略等しく、
ストッパー段部は逆流防止装置本体及び流入側接続管の内径とが略等しいので、流入側接
続口内には、逆流防止装置本体の上流側に段差が形成されず、排水に混入している固形物
が詰まるようなことがなく、排水が円滑に行われる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の前提となる公共桝を図１ないし図７に基づいて説明する。
【００１４】
　公共桝本体１は、合成樹脂にて成形され、流入側接続口２、流出側接続口３、この流入
側接続口２と流出側接続口３とを接続するインバート部４及びこのインバート部４の上方
に開口する掃除口５とを備えている。この掃除口５は受口に形成し、この受口の掃除口５
には立ち上がり管６の下端部が嵌合され、この立ち上がり管６の上端部には枠体７が嵌着
されている。
【００１５】
　この枠体７は、前記立ち上がり管６の内径と略同一の外径を有する略円筒形の嵌挿部８
を有し、さらに、前記枠体７の上端開口部の内周部には環状の支持部10が形成され、この
支持部10に図示しない略円板状の掃除口蓋体が開閉自在に支持されている。
【００１６】
　また、前記公共桝本体１の流入側接続口２の外端側は、排水設備に連通した上流側の流
入側接続管12の外径と略同一の内径の上流側接続管接続部13が形成され、この流入側接続
口２に差し込み接続した流入側接続管12の内径とこの流入側接続口２の内端側の内径とは
略同一に形成されている。
【００１７】
　次に、前記公共桝本体１の流入側接続口２に取り付けられる逆流防止装置本体15は、前
記公共桝本体１の流入側接続口２の内径及びこの流入側接続口２の上流側接続管接続部13
に接続される流入側接続管12の内径に略等しい外径を有する略筒状に形成され、この逆流
防止装置本体15の一端側は公共桝本体１の流入側接続口２からこの流入側接続口２に接続
されている流入側接続管12に挿入接続される。
【００１８】
　この逆流防止装置本体15の他端側は上端部から下側に向って拡がり方向に傾斜した端面
に形成され、この内側開口端となる他端側端面には前記流入側接続管12から流入する排水
によって前記公共桝本体１内に向って開口される弁体16が開閉自在に設けられている。こ
の弁体16の上端部は逆流防止装置本体15の他端側上部に設けた軸支突部17に回動可能に軸
18にて軸支されて開閉自在となっている。
【００１９】
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　さらに、この逆流防止装置本体15の前記公共桝本体１の流入側接続口２から突出する部
分の上部には支持棒20を圧入または螺合する被支持部21が設けられ、この被支持部21に接
続されて前記公共桝本体１の掃除口５に配設される支持棒20には、立ち上がり管６の内径
と略等しい長さの支持棒保持部22を形成する折り曲げ部23が形成されている。この折り曲
げ部23は例えば軸24にて回動可能に軸支されている。
【００２０】
　また、前記逆流防止装置本体15の流入側接続口２から突出する部分の両側部にはこの逆
流防止装置本体15を前記公共桝本体１内から流入側接続口２に差込み接続する取り付け装
置25の取り付け部26がそれぞれ突起状に左右に設けられている。
【００２１】
　この取り付け装置25は、図５に示すように、前記逆流防止装置本体15の左右の取り付け
部26に上方から係脱自在に係合するフック状係合部27を設けた押圧部28と、この押圧部28
に回動自在に一端部を連結した一対の一方のリンク29，29と、この一対の一方のリンク29
，29の他端部に一対の他方のリンク30，30の一端部がそれぞれ回動自在に連結され、この
一対の他方のリンク30，30の他端部は固定部31に回動自在に連結され、下側に位置する前
記一方のリンク29の他端部と他方のリンク30の一端部との連結部32には作動軸33の下端部
が回動自在に取り付けられ、上側に位置する前記一方のリンク29の他端部と他方のリンク
30の一端部との連結部34にはこの作動軸33の中間部に形成したねじ溝が螺合され、この作
動軸33の上端部にハンドル部38（図９及び図１０に図示）が形成され、前記一対の一方の
リンク29，29、一対の他方のリンク30，30及び作動軸33にてジャッキ式押圧機構35が構成
されている。
【００２２】
　さらに、図６に示すように、この取り付け装置25には流入側接続口２の軸心に略垂直で
前記公共桝本体１の内壁面の湾曲面と略一致する壁板部36を有し、この壁板部36に前記ジ
ャッキ式押圧機構35の固定部31が取り付けられている。この壁板部36は取り付け装置25が
公共桝本体１の流出側接続口３などに入り込むことを防止するとともに安定して設置でき
るようにしたもので、壁板部36の高さは、流出側接続口３の高さより高く形成されている
。
【００２３】
　次に、公共桝用逆流防止装置を公共桝に取り付ける方法を図８ないし図１１に基づいて
説明する。
【００２４】
　第１の工程は、図８に示すように、内に収納した逆流防止装置本体15を公共桝本体１の
掃除口５に配設した支持棒20にて支持し、この逆流防止装置本体15を公共桝本体１の流入
側接続口２の開口端近傍に臨ませる工程である。
【００２５】
　第２の工程は、図９に示すように、取り付け装置25を公共桝本体１に収納し、逆流防止
装置本体15に形成された取り付け部26に逆流防止装置本体15のジャッキ式押圧機構35のフ
ック状係合部27を係合して逆流防止装置本体15に取り付け装置25を取り付け、公共桝本体
１の流入側接続口２の内径に略等しい外径を有する逆流防止装置本体15の接続端部を流入
側接続口２に対向させるとともに、壁板部36を流入側接続口２に対向する流出側接続口３
が開口されている内壁面に当接した状態に取り付け装置25を設置する工程である。
【００２６】
　第３の工程は、図１０に示すように、この取り付け装置25のジャッキ式押圧機構35を作
動して逆流防止装置本体15の接続端部を流入側接続口２に差込み挿入し、逆流防止装置本
体15の接続端部を流入側接続口２に接続する工程である。
【００２７】
　第４の工程は、図１１に示すように、逆流防止装置本体15の取り付け部26から取り付け
装置25を取り外し、取り付け装置25を公共桝本体１から取り出す工程である。
【００２８】
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　次にこの前提となる公共桝の作用を図８ないし図１１に基づいて説明する。
【００２９】
　図８に示すように、地表面に設置された掃除口蓋体を枠体７から取り外し、既設の公共
桝本体１の掃除口５に接続した立ち上がり管６から逆流防止装置本体15を公共桝本体１内
に収納する。このとき、逆流防止装置本体15に形成した被支持部21に支持棒20を接続する
ことにより、地上にて立ち上がり管６に取り付けた枠体７の上端開口部から支持棒20を操
作して逆流防止装置本体15の接続端部を公共桝本体１の流入側接続口２に臨ませる（第１
の工程）。
【００３０】
　次に、図９に示すように、逆流防止装置本体15の取り付け部26に取り付け装置25のフッ
ク状係合部27を係合して逆流防止装置本体15に取り付け装置25を取り付け、逆流防止装置
本体15の接続端部を公共桝本体１の流入側接続口２に臨ませるとともに、壁板部36を流入
側接続口２に対向する流出側接続口３が開口されている内壁面に当接した状態に設置する
。この状態で、地上にて立ち上がり管６の上端開口部から取り付け装置25の作動軸33をハ
ンドル部38にて操作してジャッキ式押圧機構35を作動させる。図７に示すように、このジ
ャッキ式押圧機構35は作動軸33の回動でこの作動軸33の外周に形成したねじ溝を螺合した
上側のリンク29，30の連結部34が下降し、一方のリンク29，29及び他方のリンク30，30は
拡がり、押圧部28と固定部31の間隔が拡がり、押圧部28は逆流防止装置本体15の接続端部
を押圧し、このとき、壁板部36は公共桝本体１の内壁面に当接しているため、取り付け装
置25は安定して保持され、逆流防止装置本体15は前記公共桝本体１内から流入側接続口２
に押し込まれて流入側接続口２に差込み接続される（第２の工程）。
【００３１】
　引き続き、ジャッキ式押圧機構35をハンドル部38の操作で作動させると、公共桝本体１
の流入側接続口２の内径及びこの流入側接続口２に接続される流入側接続管12の内径に略
等しい外径を有する略筒状の逆流防止装置本体15は、流入側接続口２からこの流入側接続
口２に接続されている流入側接続管12に差込み接続される。この状態で、逆流防止装置本
体15に接続した支持棒20は公共桝本体１の内壁面に当接されている。
【００３２】
　さらに、逆流防止装置本体15が公共桝本体１の流入側接続口２に差込み接続された段階
で、取り付け装置25のジャッキ式押圧機構35の作動軸33を先と反対方向に回動させると、
図７に示す状態から図５に示すように、リンク29，29，30，30が回動して押圧部28と固定
部31の間隔が狭まり、フック状係合部27は逆流防止装置本体15が公共桝本体１の流入側接
続口２に差込み接続されているため、取り付け装置25の壁板部36側が逆流防止装置本体15
に向って移動し、壁板部36が公共桝本体１の内壁面から離反され、この状態でハンドル部
38を上方に引くと、取り付け装置25が公共桝本体１から引き上げられ、図１１に示すよう
に、取り付け装置25を立ち上がり管６から取り出した状態とすることができる（第４の工
程）。
【００３３】
　次いで、図１に示すように、逆流防止装置本体15を公共桝本体１の流入側接続口２に取
り付ける作業が終了した後、公共桝本体１の内壁面に略沿っている支持棒20を折り曲げ部
23から折り曲げると、公共桝本体１の受口の掃除口５に嵌合接続され、掃除口５の内径と
略等しい内径の立ち上がり管６の内径と略同一長さの支持棒保持部22が形成され、公共桝
本体１内の流入側接続口２側に位置して掃除口５に接続した立ち上がり管６の内壁面に沿
って配設されている支持棒20の支持棒保持部22の先端は立ち上がり管６の反対側の内壁面
に対向し、支持棒20は保持されて逆流防止装置本体15が公共桝本体１の流入側接続口２か
ら外れることが防止される。
【００３４】
　このように、逆流防止装置本体15を既設の公共桝本体１の流入側接続口２にこの公共桝
本体１の内側から取り付けることができる。
【００３５】
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　なお、逆流防止装置本体15が公共桝本体１の流入側接続口２から外れた場合、逆流防止
装置本体15には支持棒20が接続されているので、逆流防止装置本体15は公共桝本体１の流
出側接続口３から下水道本管側に流出することはない。
【００３６】
　そして、公共桝本体１の流入側接続口２に取り付けられた逆流防止装置本体15は、下水
道本管から溢れた排水が公共桝本体１に逆流しても、逆流防止装置本体15に設けられた弁
体16によって逆流する排水は流入側接続口２に侵入することがないので、家屋内の排水設
備から排水及びこの排水によって圧送された空気が噴き出すことがない。
【００３７】
　また、各排水設備から排出される排水は、流入側接続口２に取り付けられている逆流防
止装置本体15に設けた弁体16が公共桝本体１内に向って開口されるため、公共桝本体１内
に流入して流出側接続口３から下水道本管に排出される。
【００３８】
　次に、本発明の公共桝の最良の一実施の形態を図１２ないし図１４に基づいて説明する
。
【００３９】
　前記前提となる公共桝では、略筒状の逆流防止装置本体15は公共桝本体１の流入側接続
口２の内径及びこの流入側接続口２に接続される流入側接続管12の内径に略等しい外径と
し、逆流防止装置本体15は公共桝本体１の流入側接続口２からこの流入側接続口２に接続
されている流入側接続管12に差込み接続される構成としたが、本発明では、公共桝本体１
の流入側接続口２の内径は、この流入側接続口２に接続される逆流防止装置本体15の外径
とこの流入側接続口２に接続される流入側接続管12の外径とに略等しくした構成で、他の
構成は、前記前提となる公共桝と同一である。
【００４０】
　この実施の形態では、公共桝本体１は流入側接続口２、流出側接続口３、この流入側接
続口２と流出側接続口３とを接続するインバート部４及びこのインバート部４の上方に開
口する掃除口５とを形成し、この公共桝本体１の流入側接続口２は、この流入側接続口２
に前記公共桝本体１の内側から接続される逆流防止装置本体15の外径とこの流入側接続口
２に前記公共桝本体１の外側から接続される流入側接続管12の外径とに略等しい内径とす
る。また、この流入側接続口２の中間部に逆流防止装置本体15の内径及び流入側接続管12
の内径と略等しく前記逆流防止装置本体15と流入側接続管12との端部をそれぞれ当接する
ストッパー段部40を形成したものである。そして、他の構成は前記前提となる公共桝と同
一である。
【００４１】
　次にこの実施の形態の作用を説明する。
【００４２】
　逆流防止装置本体15を公共桝本体１の流入側接続口２に取り付けるとき、公共桝本体１
の流入側接続口２のストッパー段部40に突き当たるまで流入側接続口２に逆流防止装置本
体15を差込み、また、この流入側接続口２に接続されている流入側接続管12も流入側接続
口２のストッパー段部40に突き当たるまで差込み接続されている。
【００４３】
　そして、流入側接続口２の内径と逆流防止装置本体15及び流入側接続管12の外径とが略
等しく、ストッパー段部40は逆流防止装置本体15及び流入側接続管12の内径とが略等しい
ので、流入側接続口２内には、逆流防止装置本体15の上流側に段差が形成されず、排水に
混入している固形物が詰まるようなことがなく、排水が円滑に行われ、公共桝本体１に逆
流防止装置本体15を取り付けても、流入側接続口２内には、逆流防止装置本体15の上流側
に段差がなく、排水が円滑に行われる。
【００４４】
　なお、公共桝本体１の流入側接続口２に取り付ける方法も前記前提となる公共桝と同一
である。
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　また、前記実施の形態では、公共桝本体１には１つの流入側接続口２と１つの流出側接
続口３を対向させて形成した構成としたが、この構成に限られるものではなく、複数の流
入側接続口２と１つの流出側接続口３を形成した公共桝本体１では、各流入側接続口２に
それぞれ逆流防止装置本体15を取り付けるものである。
【００４６】
　なお、前記各実施の形態では、逆流防止装置本体15は取り付け装置25を用いて取り付け
るようにしたが、立ち上がり管６が低いような場合には、取り付け装置25を用いないで逆
流防止装置本体15に形成した被支持部21に支持棒20を接続し、この支持棒20の操作で逆流
防止装置本体15を公共桝本体１内から流入側接続口２に押し込んで流入側接続口２に差込
み接続することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の前提となる逆流防止装置を取り付けた公共桝の縦断側面図である。
【図２】同上平面図である。
【図３】同上逆流防止装置の縦断側面図である。
【図４】同上逆流防止装置の側面図である。
【図５】同上取り付け装置の側面図である。
【図６】同上取り付け装置の平面図である。
【図７】同上取り付け装置の押圧機構の押圧動作状態の側面図である。
【図８】同上逆流防止装置を公共桝に取り付ける工程を示す縦断側面図である。
【図９】同上逆流防止装置を公共桝に取り付ける工程を示す縦断側面図である。
【図１０】同上逆流防止装置を公共桝に取り付ける工程を示す縦断側面図である。
【図１１】同上逆流防止装置を公共桝に取り付ける工程を示す縦断側面図である。
【図１２】本発明の一実施の形態を示す逆流防止装置を取り付ける公共桝の縦断側面図で
ある。
【図１３】同上逆流防止装置を取り付けた公共桝の平面図である。
【図１４】同上逆流防止装置を取り付けた公共桝の縦断側面図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　　公共桝本体
　２　　流入側接続口
　３　　流出側接続口
　４　　インバート部
　５　　掃除口
　12　　流入側接続管
　15　　逆流防止装置本体
　16　　弁体
　40　　ストッパー段部
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